
Ｉ　調査の概要

　白山麓の焼畑については，これまで主として人文地理学や民俗学といった人文科学分野からの

調査研究が行われ，自然科学分野からの成果は前者ほど挙げられていなかったのが現状である。

焼畑が消滅寸前の状態にあることも考え合わせ，植生・昆虫・土壌といった観点から焼畑の実態

を早急に調査し，自然科学の立場から焼畑の特徴を明らかにすることが必要である。このことに

より，実際に焼畑を行っている所，あるいは過去に焼畑が行われた所がどの様な自然環境下にあ

るかが解明できるものと思われる。本調査では，以上の様な自然科学分野から焼畑を調査し，そ

の特性を解明することを目的とする。

　調査の方法は，約40年前にダム建設で水没するまで焼畑が行われてきた小松市小原の焼畑地を

中心に，下記の担当者がそれぞれの分野で記録測定やデ-タ収集にあたった。植生調査は，焼畑

地に生育する植物の方形調査と伐採後の変遷を主に調べた。土壌調査は土の成分や肥沃度を，昆

虫調査は害虫一天敵関係を，そして焼畑作物調査ではヒエ作について，それぞれ調べた。

　今回の焼畑調査は小松市小原の焼畑地を中心に調査を行った。旧小原集落は標高約300mに位

置し，周辺の山地斜面(標商300-500m)を利用して焼畑を行っていた(図1)。このあたりは，植

生でいえばヤブツバキクラス域の上限からブナ帯に移行する所で，山地斜面中下部の湿潤地には

ミヤマカワラハンノキ・タニウツギ・イタヤカエデといった焼畑好適地を示す指標樹木が，そし

て乾燥気味の場所には炭の原木となるコナラが生育し，尾根筋の国有林(地元では官山と呼ぶ)

にはブナが見られる。小原周辺では一般に，日照時間の長い大日川左岸(東向き斜面)は乾燥気

味なのでコナラが生育し，炭焼き地域となっている。これに対して，昼頃から陽があたる右岸(西

向き斜面)は湿潤気味で，ミヤマカワラハンノキ等の焼畑指標木が繁る焼畑の適地となっている。

焼畑適地は｢ムツシ｣と呼ばれ.

礫混じりの黒土がある場所は特に上質のムツシとされ，大日川

右岸に散見される。こうした自然環境の中で，地元の人々は焼畑でヒエやアワを栽培して主食殺

物を手に入れ，炭を焼いて現金収入を得るという生活を送ってきた。そして，人々は周辺の山か

ら衣食住に関わる生活必需物資を入手し，生活の支えとした。こうした生活は，約40年前にダム

建設に伴う水没により廃村するまで続いた。その後。小原周辺の山林はそれほど利用されること

なく放置されてきたが，近年，焼畑が再開された。

　小原出身の伊藤常次郎氏は昭和52年より故郷の山で焼畑を復元し，伝統的な手法に則った方法
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で焼畑の技術を保存してきた。現在70才の伊藤氏は，激しい労働を要する焼畑を今後も続けるの

は難しく，今回の調査のため平成4年に行った焼畑が最後の火入れとなった。この調査では，昭

和50年代から今まで伊藤氏が焼いてきた焼畑跡地および，調査時点で実際に焼畑を行っていた畑

地を中心に調べた。

　図2は，昭和59年から平成元年までの小原における伊藤さんの焼畑地の変遷の概要を，現地測

量に基ずいて図示したものである。この辺りは標高350-400mの間の山地斜面で,前記の通りミヤ

マカワラハンノキ等の焼畑適地を示す樹木が焼畑地の周辺にみられるが，焼畑放棄地はススキや

雑草が繁っている。

　伊藤さんはこの地でアワとアズキの栽培を中心に一つの焼畑地を1～5年間利用した。焼畑で栽

培したアワ（モチアワ）とアズキを原料としたアワ餅は大変美味で，そのことが，伊藤さんがこ

れらを栽培する誘因となっていて，焼畑再開後もモチアワとアズキをよく栽培した。しかし，焼

畑で生計を維持していた40年以上前までのかつての小原では，一つのムツシを6年間（ヒエ→ア

ワ→ダイス→アズキ→ヒエ→シコクビエ）利用し，その後20～30年間休閑して地力を回復させて

から再び焼畑に利用するという.

6年周期の利用法が一般的であった。6年間の焼畑利用が終わっ

た後も，その跡地には4-5年間，食用可能な野生有用植物が生育し，かつては小原の人達の食生活

に役立った。こうした状況は今も同じで,図一２の中の焼畑を終えて放棄された跡地には，ウド･

フキ・ワラピ・カタクリ・ヤマノイモ・アサツキ等の山菜類や，アヶビ・クワ・イチゴ類の果実

がよく生育している。

　図3は，平成2-3年度に火入れした焼畑地で，この時は焼畑の技術保存活助を行っている里山ト

ラストのメンバーが伊藤氏と共に火入れを行った。図2と同じく，小原地内の大日川右岸の山地

斜面に位置し，通称「高ん下」とよぱれる場所である。「高ん下」で作付けしたのは標高354m-382

mの山地斜面で，傾斜は25度-35度の急峻地である。栽培年次と作物では，まず火入れ初年（平

成2年）には，図中の斜面中部及び右端に火入れしてアワ（モチ･ウルチ）を栽培し，2年目（平

成3年）にはダイス・アズキ・ソバ・ダイコンを栽培した。図3の左端の部分は,平成3年の火

入れ初年にアワ（モチ･ウルチ）とヒエを,

2年目の平成４年にはアズキを栽培した。ちなみに，

平成2･3年に「商ん下」で栽培したアワの反当収量は平均146.25kg（里山トラスト／西村氏デー

タ）で，アワの実の重量945g／升（伊藤氏データ）と合わせて考えると，1.55石／反という値が

得られた。

　図4は,平成4年度に伊藤氏が火入れをしたムツシ（通称「シロベエ」）で，アワとヒエを栽培

した。ここは道路下の法面になっていて，昭和20年代までは焼畑や炭焼きに従事する居住者が居

た。焼畑の伐採前は，ミヤマカワラハンノキやタニウツギが繁る低木林となっていた。
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